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儐
儐
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儐
儐

の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

冨
安
社
長
は
「
働
き
方
改
革

が
課
題
に
な
っ
て
お

り
、
皆
さ
ん
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
し
た

い
。
昨
年
に
続
き
ト

ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
開
催
し
た
が
、
来

年
も
継
続
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

（
佐
々
木
健
）

年
前
か
ら
本
格
的
に
着
手
し
た

社
内
で
の
改
善
基
準
告
示
対
応

情
報
提
供
し
た
。

ま
た
、
展
示
会
場
と
は
別
の

ホ
ー
ル
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

三
多
摩
地
区
で
事
業
を
展
開
す

る
運
送
事
業
者
、
ウ
イ
ン
ロ
ー

ダ
ー
（
杉
並
区
）
の
髙
嶋
民
仁

社
長
ら
が
講
師
を
務
め
た
。
髙

嶋
氏
は
「
運
送
業
界
の
働
き
方

環
境
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
、
６

ｎ
ｄ
in
立
川
」
を
開
催
し
た
。

会
場
で
は
、
デ
ジ
タ
コ
の
ほ

か
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー(

Ｄ

Ｒ
）
や
労
務
管
理
シ
ス
テ
ム
、

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
点
呼
や
ア

ル
コ
ー
ル
検
知
器
、
盗
難
防
止

装
置
な
ど
を
展
示
。
メ
ー
カ
ー

や
販
社
な
ど
15
社
が
最
新
機
器

を
並
べ
、
来
場
し
た
事
業
者
に

デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ
（
デ

ジ
タ
コ
）
を
は
じ
め
と
す
る
自

動
車
運
送
事
業
者
へ
の
各
種
機

材
の
販
売
・
取
り
付
け
と
修
理

な
ど
を
手
掛
け
る
世
田
谷
サ
ー

ビ
ス
（
冨
安
誠
司
社
長
、
東
京

都
世
田
谷
区
）
は
５
日
、
各
種

関
連
機
器
な
ど
を
集
め
た
展
示

会
「
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ョ
ー
２

と
っ
て
の
基
幹
拠
点
に
位
置
付

け
て
お
り
、
今
回
の
施
設
完
成

後
に
は
自
動
化
を
推
進
す
る
考

え
」
と
抱
負
を
示
し
た
。

フ
ル
フ
ィ
ル
メ
ン
ト
本
部
の
大

蔵
峰
樹
執
行
役
員
は｢

当
面
は


今
回
の
３
拠
点
で
完
了
す
る
予

定
。
た
だ
、
つ
く
ば
は
弊
社
に

ダ
ブ
ル
ラ
ン
プ
ウ
ェ
ー
に
よ

り
、
大
型
車
両
が
直
接
上
階
に

ア
ク
セ
ス
可
能
。
敷
地
内
の
車

両
動
線
は
ワ
ン
ウ
ェ
ー
と
す
る

こ
と
で
安
全
性
に
配
慮
し
た
。

ま
た
、
将
来
的
な
庫
内
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
自
動
化
を
考
慮
し
、

ワ
ン
フ
ロ
ア
最
大
２
万
６
千
平

方
㍍
を
確
保
す
る
。
19
年
７
月

着
工
、
20
年
９
月
末
の
竣
工
を

見
込
む
。

環
境
や
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
高
天
井
用
人
感
セ

ン
サ
ー
付
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ

オ
ー
ド
）
照
明
を
整
備
ま
た


緊
急
地
震
速
報
シ
ス
テ
ム
や
衛

星
電
話
を
導
入
す
る
ほ
か
、
２

階
に
は
非
常
時
用
の
荷
物
搬
出

口
を
設
け
る
こ
と
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

起
工
式
の
後
に
開
か
れ
た
直

な
お

会
ら
い

で
、
山
田
社
長
が
「
07
年
か

ら
推
進
し
て
い
る
『
圏
央
道
沿

線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環
。

一
昨
年
か
ら
、
つ
く
ば
市
内
で

も
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
３

棟
と
も
全
て
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
さ
ん
の

専
用
施
設
。
四
つ
目
も
ぜ
ひ
期

待
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ

適
地
に
あ
る
。
「
つ
く
ば
１
－

Ａ｣

と｢

つ
く
ば
１
－
Ｂ
」
は
隣

接
し
て
お
り
、
延
べ
床
面
積
が

14
万
平
方
㍍
。
両
施
設
か
ら
は

６
㌔
の
地
点
に
位
置
す
る
た

め
、
３
拠
点
を
一
体
的
に
活
用

で
き
る
。

つ
く
ば
２
は
、
敷
地
面
積
が

５
万
平
方
㍍
で
、
延
べ
床
面
積

11
万
平
方
㍍
の
４
階
建
て
。
１

階
、
３
階
、
４
階
に
計
90
台
分

の
ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
を
設
け
、

「
つ
く
ば
２
」
は
、
首
都
圏

中
央
連
絡
自
動
車
道(

圏
央
道)

・
つ
く
ば
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
８
㌔
に
位

置
。
常
磐
自
動
車
道
・
谷
田
部

Ｉ
Ｃ
や
土
浦
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
も
近

い
こ
と
か
ら
、
都
心
や
東
北
方

面
へ
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
が
高

く
、
広
域
戦
略
拠
点
と
し
て
も

層
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
取
り
組

み
、
貨
物
需
要
の
回
復
、
航
空

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど
が

結
実
し
た
形
だ
。
空
港
南
側
地

区
の
施
設
整
備
も
進
み
、
様
々

な
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
て
い

る
」
と
強
調
。

課
題
と
な
っ
て
い
る
第

２
滑
走
路
の
整
備
に
つ
い

て
「
地
元
の
期
待
だ
け
で

な
く
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー

（
代
替
性
）
確
保
と
い
っ

た
面
も
あ
る
。
今
後
の
中

部
地
域
の
成
長
に
向
け
、

こ
れ
ま
で
の
資
産
を
受
け

継
ぎ
な
が
ら
更
な
る
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
、
新
体
制
に
与
え
ら
れ

た
責
務
だ
」
と
話
し
た
。

（
小
瀬
川
厚
）

ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
）

の
誘
致
や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空

会
社
）
の
就
航
な
ど
に
よ
り
、

18
年
度
の
利
用
旅
客
数
は
万
博

特
需
に
沸
い
た
05
年
度
の
記
録

を
更
新
し
た
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ

ア
、
愛
知
県
常
滑
市
）
が
10
日

に
東
京
都
で
開
い
た
会
見
で
、

６
月
27
日
付
で
社
長
に
就
任
し

た
犬
塚
力
氏
は
「
前
社
長
の
友

添
雅
直
相
談
役
を
は
じ
め
、
各

務
正
人
副
社
長
、
全
社
員
と
協

力
し
な
が
ら
セ
ン
ト
レ
ア
の
発

展
に
努
め
る
。
更
な
る
航
空
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
、
需
要
の

拡
大
を
重
点
と
し
た
い
。
『
令

和
』
の
幕
開
け
と
と
も
に
就
任

で
き
た
こ
と
は
光
栄
だ
」
と
所

信
を
述
べ
た
。

更
に
、
「(

万
国
博
覧
会
の)

愛
・
地
球
博
が
開
催
さ
れ
た
２

０
０
５
年
か
ら
15
年
近
く
が
経

過
し
、
そ
の
間
に
は
非
常
に
厳

し
い
経
営
環
境
に
直
面
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
国
を
挙
げ
た
イ

面
も
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
で

は
当
初
、
二
の
足
を
踏
ん
で
い

た
会
員
が
利
便
性
か
ら
ヘ
ビ
ー

ユ
ー
ザ
ー
に
な
っ
た
例
も
あ
る

の
で
、
よ
り
多
く
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
話

し
た
。

（
梅
本
誠
治
）

ス
を
説
明
し
、
「
新
し
い
取
り

組
み
に
は
踏
み
出
し
に
く
い
側

務
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
ト
ラ
じ
ろ

う
」
や
運
賃
全
額
保
証
サ
ー
ビ

ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス
（
吉
岡
泰
一

郎
社
長
、
東
京
都
渋
谷
区
）
は

６
日
、
名
古
屋
市
で
愛
知
交
流

会
を
開
催
し
、
２
０
０
人
の
会

員
が
参
加
し
た
。

吉
岡
社
長
が
「
毎
回
、
愛
知

で
の
開
催
は
非
常
に
盛
り
上
が

る
。
こ
れ
は
当
社
の
力
で
は
な

く
、
日
頃
か
ら
実
際
に
取
り
引

き
さ
れ
て
い
る
方
々
あ
っ
て
の

こ
と
。
働
き
方
改
革
や
人
手
不

足
で
先
行
き
不
透
明
な
業
界
で

は
あ
る
が
、
消
費
増
税
に
よ
る

駆
け
込
み
需
要
の
特
需
も
予
想

さ
れ
る
の
で
、
し
っ
か
り
情
報

交
換
し
、
成
約
に
つ
な
げ
て
欲

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
現
在
力
を
入
れ
る
業

イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ

２

ゼ
ロ
、

工
場
Ｃ
Ｏ

２

ゼ
ロ
な
ど
を
掲

げ
、
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
続
け
て
い
る
。

今
後
も
更
な
る
Ｃ
Ｏ

２

削
減

を
推
進
し
、
燃
費
な
ど
の
環
境

性
能
を
極
限
ま
で
高
め
る
と
と

も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
の
物
流
効
率

化
を
図
る
。

（
高
清
水
彩
）

２

削
減
ク
レ
ジ
ッ
ト
13
・
３
万

㌧
（
第
１
期
、
２
０
１
０
～
14

年
度
累
計
分
）
を
都
に
寄
付
し

た
、
と
発
表
し
た
。

同
社
は
17
年
に
「
日
野
環
境

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
５
０
」
を
策

定
し
、
新
車
Ｃ
Ｏ

２

ゼ
ロ
、
ラ

日
野
自
動
車
は
５
日
、
東
京

都
が
推
進
す
る
Ｃ
Ｏ

２

（
二
酸

化
炭
素
）
を
排
出
し
な
い
持
続

可
能
な
都
市
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
東
京
」
に
賛
同
し
、
「
東

京
都
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ト

レ
ー
ド
制
度
」
に
基
づ
く
Ｃ
Ｏ

Ａ
Ｉ
で
需
要
予
測

ウ
ェ
ブ
版
を
提
供

Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ

ザ
を
使
っ
て
手
軽
に
高
精
度
な

需
要
予
測
が
で
き
る
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能)

活
用
の
サ
ー
ビ
ス
を


｢

ア
マ
ゾ
ン
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
ス
ト
ア｣

で
８
日
か
ら
提
供
開
始
し
た
。

新
サ
ー
ビ
ス
「
需
給
最
適
化

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

Ｗ
ｅ
ｂ

サ
ー
ビ
ス
版
」
は
、
製
造
卸


物
流
、
販
売
と
い
っ
た
バ
リ
ュ

ー
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
需
要
と

供
給
を
最
適
化
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
拡
充
し
た
も
の
。

定
型
予
測(

客
数
予
測
分
析)

と
非
定
型
予
測
（
多
目
的
予
測

分
析
）
で
構
成
す
る
。
定
型
で

は
利
用
者
が
デ
ー
タ
を
入
力
す

る
だ
け
で
来
客
数
を
予
測
で

き
、
非
定
型
で
は
利
用
者
自
身

が
分
析
モ
デ
ル
を
設
計
し
て
、

販
売
数
や
出
荷
数
を
予
測
す
る

仕
組
み
。

同
社
が
提
供
す
る
気
象
情
報

な
ど
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ

て
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

月
額
利
用
料
は
定
型
が
４
万

９
８
０
０
円
か
ら
、
非
定
型
は

９
万
９
８
０
０
円
か
ら
。

（
吉
田
英
行
）

入
。
そ
の
後
、
２
０
１
９
年
か

ら
20
年
に
か
け
て
イ
ン
ド
、
ベ

ト
ナ
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
展
開

す
る
予
定
だ
。
な
お
、
日
本
で

の
展
開
は
現
状
で
未
定
と
し
て

い
る
。

（
井
内
亨
）

最
先
端
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
荷
主

企
業
は
見
積
も
り
を
比
較
す
る

プ
ロ
セ
ス
を
自
動
化
及
び
合
理

化
で
き
る
ほ
か
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
輸
送
状
況
確
認
が
可
能
。

イ
ー
ト
ラ
ッ
ク
ナ
ウ
・
コ
ム
に

登
録
し
て
い
る
輸
送
事
業
者

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
社
は
イ
ー
ト
ラ
ッ
ク
ナ
ウ

・
コ
ム
を
タ
イ
で
最
初
に
導

海
上
・
航
空
貨
物
の
輸
出
入

等
の
運
送
代
理
を
行
う
キ
ュ
ー

ネ
・
ア
ン
ド
・
ナ
ー
ゲ
ル
は
、

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用
し

た
陸
上
貨
物
輸
送
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
「
イ
ー
ト
ラ
ッ
ク
ナ
ウ

・
コ
ム
」
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
で
導
入
す
る
と
発
表
し
た


オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
陸
上
貨
物
の

需
要
と
供
給
を
仲
介
す
る
既
存

事
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
更
に
拡
充
さ
せ
て
い
く
。

の
パ
ウ
チ
化
が
進
む
と
と
も

に
、
食
品
の
賞
味
期
限
延
長
や

鮮
度
保
持
の
た
め
パ
ウ
チ
へ
の

バ
リ
ア
機
能
付
与
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ

ー
ラ
ン
ト
フ
ィ
ル
ム
や
バ
リ
ア

フ
ィ
ル
ム
の
伸
び
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

（
吉
田
英
行
）

矢
野
経
済
研
究
所
（
水
越
孝

社
長
、
東
京
都
中
野
区
）
が
８

日
発
表
し
た
２
０
１
８
年
の
国

内
高
機
能
包
装
材
料
の
市
場
規

模
（
国
内
出
荷
・
輸
出
量)

は


前
年
比
１
・
０
％
増
の
77
万
９

１
８
５
㌧
と
、
ほ
ぼ
横
ば
い
だ

っ
た
。

フ
ィ
ル
ム
を
貼
り
合
わ
せ
強

度
と
密
封
性
に
優
れ
た
シ
ー
ラ

ン
ト
フ
ィ
ル
ム
は
２･

６
％
増


水
蒸
気
や
酸
素
な
ど
の
ガ
ス
を

通
さ
な
い
バ
リ
ア
フ
ィ
ル
ム
が

１
・
７
％
増
、
ま
た
、
熱
で
縮

み
形
状
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
ラ
ベ

ル
用
の
シ
ュ
リ
ン
ク
フ
ィ
ル
ム

は
０
・
７
％
増
だ
っ
た
。
基
材

フ
ィ
ル
ム
は
０
・
４
％
減
。

食
品
や
ト
イ
レ
タ
リ
ー
用
品

ハ
イ
オ
ク
と
も
に
20
銭
高
の
、

そ
れ
ぞ
れ
１
４
５
円
80
銭
、
１

５
６
円
60
銭
。
日
本
エ
ネ
ル
ギ

ー
経
済
研
究
所
で
は
「
原
油
価

格
は
上
が
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
値
下
が
り
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
小
幅
な
値
上
が
り
と
な
っ

た
。
原
油
価
格
は
下
が
っ
て
き

て
い
る
が
、
値
上
が
り
を
転
嫁

さ
せ
る
た
め
来
週
は
小
幅
な
値

上
が
り
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
し

て
い
る
。

（
伊
代
野
輝
）

８
週
ぶ
り
値
上
が
り


円
80
銭

軽

油

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
10
日

発
表
し
た
８
日
時
点
の
軽
油
の

店
頭
価
格
（
全
国
平
均
）
は
、

前
週
に
比
べ
10
銭
高
い
１
㍑
１

２
６
円
80
銭
だ
っ
た
。
８
週
ぶ

り
に
値
上
が
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、

更
に
前
席
上
部
に
あ
る｢

オ

ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
シ
ェ
ル
フ
」
を

ス
ク
ラ
ム
バ
ン
で
全
車
標
準
化

す
る
な
ど
、
室
内
の
使
い
勝
手

を
向
上
さ
せ
た
。(

高
清
水
彩)

マ
ツ
ダ
は
４
日
、
軽
商
用
車

「
ス
ク
ラ
ム
バ
ン
」
を
一
部
改

良
し
発
売
し
た
と
発
表
し
た


「
Ｐ
Ａ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
「
Ｐ

Ｃ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
「
Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｒ
」
の
各
機
種
に
、
マ
ツ
ダ

の
軽
自
動
車
で
初
と
な
る
夜
間

歩
行
者
検
知
機
能
を
備
え
た
自

動
ブ
レ
ー
キ
「
デ
ュ
ア
ル
カ
メ

ラ
ブ
レ
ー
キ
サ
ポ
ー
ト
」
を
採

用
し
た
。
ま
た
、
超
音
波
セ
ン

サ
ー
に
よ
る
「
後
退
時
ブ
レ
ー

キ
サ
ポ
ー
ト｣

を
新
た
に
設
定


経
済
産
業
省
や
国
土
交
通
省
が

普
及
啓
発
を
推
進
す
る
安
全
運

転
サ
ポ
ー
ト
車
の
「
サ
ポ
カ
ー

ｓ
・
ワ
イ
ド
」
に
該
当
す
る
。

（
面
担

安
藤
泉
）

石油製品小売市況調査

北海道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

東 北

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神奈川

新 潟

長 野

山 梨

静 岡

関 東

愛 知

岐 阜

三 重

富 山

石 川

中 部

福 井

滋 賀

京 都

奈 良

大 阪

兵 庫

和歌山

近 畿

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

山 口

中 国

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

四 国

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿児島

九 州

沖 縄

全 国

(注)消費税込み資源エネルギー庁調べ

軽油(円/㍑)

7月1日

125.8

126.1

122.5

121.0

130.7

130.9

127.8

126.5

121.5

124.3

125.4

120.7

122.6

125.7

121.1

128.3

131.2

125.1

126.7

124.7

124.0

126.7

127.5

125.5

124.3

125.6

126.2

121.1

128.2

124.0

123.5

125.3

123.8

124.7

126.6

131.0

127.1

126.6

126.1

127.6

125.9

123.6

128.0

132.2

127.4

125.9

130.7

140.3

125.5

130.6

129.8

135.7

131.0

137.3

126.7

7月8日

127.7

126.0

122.4

120.7

130.5

131.8

127.9

126.5

121.3

124.6

125.7

120.8

122.8

125.9

121.9

128.4

131.2

125.9

127.0

125.0

123.6

126.6

127.4

126.0

124.2

125.5

126.3

121.0

128.3

123.7

124.5

124.9

122.9

124.6

127.3

131.4

126.6

126.4

126.9

127.8

125.9

123.6

127.7

132.2

127.4

126.0

130.3

138.5

124.9

130.5

129.4

135.8

130.6

137.1

126.8

レギュラー(円/㍑)

7月1日

142.3

144.8

142.4

139.5

147.2

148.0

147.5

144.9

141.5

143.5

142.9

140.1

141.7

144.9

139.9

144.2

151.9

145.9

146.2

143.8

142.2

146.9

145.0

142.9

140.6

143.7

144.7

143.6

148.7

144.1

143.2

145.9

144.3

145.0

141.5

147.1

146.3

144.7

143.3

144.7

145.0

145.2

149.0

152.2

147.8

147.4

150.9

158.1

148.0

152.8

149.6

154.2

151.3

151.5

145.6

7月8日

144.0

144.6

142.2

139.1

146.9

149.0

147.6

144.9

141.1

144.2

143.8

140.1

141.7

145.3

141.8

144.2

151.9

146.9

146.5

144.2

141.8

146.8

144.8

143.8

140.5

143.7

144.7

143.6

149.0

144.0

144.0

145.5

143.1

144.9

142.1

147.5

145.9

144.4

144.1

144.9

144.9

145.2

148.8

152.2

147.8

147.5

150.7

157.6

147.3

152.6

149.2

154.3

151.1

152.4

145.8

ず
、
実
際
の
運
転
資
金
の
回
転

の
中
で
赤
字
に
陥
り
、
資
金
繰

り
に
窮
す
る
こ
と
も
あ
る
。
運

送
事
業
の
本
質
を
抑
え
て
い
な

い
と
間
違
え
た
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
し
ま
う
。
適
切
な
支
援
を

し
て
い
き
た
い｣

と
強
調
す
る


亨
氏
も
「
経
営
者
か
ら
の
貸

付
金
で
急
場
を
し
の
ぐ
こ
と
は

多
い
が
、
こ
れ
を
負
債
に
す
る

か
、
資
本
に
す
る
か

で
貸
借
対
照
表
は
ガ

ラ
ッ
と
変
わ
る
。
税

理
士
な
ら
で
は
の
力

で
支
え
て
欲
し
い
」

と
直
之
氏
の
手
腕
に

期
待
を
寄
せ
る
。
親

子
２
代
40
年
に
及
ぶ

ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
で

事
業
者
を
支
援
し
て

い
く
構
え
だ
。

（
佐
々
木
健
）

あ
る
。
貨
物
運
送
事
業
者
と
し

て
定
め
ら
れ
た
勘
定
科
目
と
、

原
価
計
算
の
ル
ー
ル
が
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。

「
税
理
士
の
中
に
は
傭
車
な

ど
の
外
注
費
を
避
け
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
異
な
る
。

更
に
、
車
両
や
ド
ラ
イ
バ
ー
ご

と
の
原
価
計
算
が
で
き
て
お
ら

生
ま
れ
た
問
題
。
分
野
は
異
な

る
が
、
貸
切
バ
ス
の
５
年
ご
と

の
許
可
更
新
制
の
導
入
は
、
規

制
緩
和
の
果
て
に
実
施
さ
れ

た
」
と
振
り
返
る
。

直
之
氏
は
大
手
会
計
事
務

所
、
大
手
税
理
士
法
人
を
経
た

後
、
行
政
書
士
と
し
て
開
業
し

た
。
事
業
者
に
と
っ
て
、
行
政

書
士
も
税
理
士
も
一
番
身
近
な

相
談
先
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
順
守
）
と
財
務
や
資
金

繰
り
と
い
う
経
営
の
根
幹
を
、

１
カ
所
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
資

格
取
得
な
ど
準
備
を
し
て
、
修

業
し
て
き
た
。

専
業
の
税
理
士
だ
と
、
運
送

業
界
の
常
識
を
知
ら
ず
に
経
営

改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と

こ
ろ
も
多
い
。
直
之
氏
は
「
他

の
税
理
士
が
作
成
し
た
税
務
書

類
で
は
、
修
正
し
な
い
と
営
業

報
告
書
を
つ
く
れ
な
い
こ
と
も

「
運
送
事
業
は
こ
れ
か
ら
難

し
い
時
代
に
突
入
す
る
。
働
き

方
改
革
の
対
応
は
困
難
で
ド

ラ
イ
バ
ー
を
雇
用
せ
ず
外
注
で

運
ぼ
う
』
と
い
う
動
き
が
出
て

い
る
。
仕
方
が
な
い
が
、
事
故

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
危
惧

す
る
の
は
、
行
政
書
士
の
古
屋

亨
氏
（
73
）
。
昨
年
か
ら
は
同

じ
く
行
政
書
士
で
、
税
理
士
資

格
も
持
つ
息
子
の
古
屋
直
之
氏

（
38
）
と
と
も
に
運
送
事
業
者

を
支
援
し
て
い
る
。

亨
氏
は
１
９
８
０
年
に
行
政

書
士
事
務
所
を
開
業
。
以
来
、

運
送
業
界
一
筋
で
業
務
を
続
け

て
き
た
。

「
当
時
は
認
可
運
賃
で
、
一

番
良
か
っ
た
時
代
。
ド
ラ
イ
バ

ー
の
収
入
も
高
か
っ
た
。
物
流

２
法
で
事
前
届
け
出
制
に
移
行

し
た
が
、
今
の
長
時
間
労
働
と

低
運
賃
、
低
賃
金
は
自
由
化
で

税
理
士
の
直
之
氏

の
手
腕
に
期
待
を

寄
せ
る
亨
氏
㊨

メ
ー
カ
ー
な
ど
15

社
が
最
新
機
器
を

展
示

所
信
を
述
べ
る
犬
塚
社

長
㊧
と
各
務
副
社
長

プ
ロ
ロ
ジ
ス
（
山
田
御
酒
社
長
、
東
京
都
千
代
田
区
）
は

５
日
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
内
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
通
販
大
手
の

Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
向
け
Ｂ
Ｔ
Ｓ
（
特
定
企
業
入
居
）
型
物
流
拠
点
と

な
る
「
プ
ロ
ロ
ジ
ス
パ
ー
ク
つ
く
ば
２
」
の
起
工
式
を
行
っ

た
。
２
０
１
８
年
９
月
か
ら
稼
働
し
て
い
る
「
つ
く
ば
１
－

Ａ
」
、
19
年
９
月
に
竣
工
予
定
の
「
つ
く
ば
１
－
Ｂ
」
と
合

わ
せ
た
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
専
用
の
つ
く
ば
市
内
の
物
流
拠
点
は
３
カ

所
で
、
延
べ
床
面
積
25
万
平
方
㍍
と
、
プ
ロ
ロ
ジ
ス
の
Ｂ
Ｔ

Ｓ
型
物
流
施
設
と
し
て
最
大
規
模
と
な
る
。

（
谷
本
博
）

記
念
撮
影
に
臨
む
参
加
者

来
夏
着
工

Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
向
け
３
棟
目

プ
ロ
ロ
ジ
ス

延べ床面積11万平米

犬塚社長 需要拡大に重点

セ
ン
ト
レ
ア

世 田 谷
サービス

デ
ジ
タ
コ
＆
Ｄ
Ｒ
展
示

役
立
つ
情
報
を
提
供

１
階
、
３
階
、
４
階
に
計
90
台
分
の
ト
ラ
ッ
ク
バ

ー
ス
を
設
け
る
（
完
成
予
想
図
）

名
古
屋
で
交
流
会

ト

ラ

ボ
ッ
ク
ス

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
力

マツダ

軽
商
用
車
を
一
部
改
良

夜
間
歩
行
者
検
知
可
能
に

Ｃ
Ｏ

２

ゼ
ロ
へ
都
に
寄
付

日
野

持
続
可
能
な
都
市
む
け

キューネ＋
ナ ー ゲ ル

Ａ
Ｉ
活
用
陸
上
輸
送
基
盤

需
給
仲
介

ア
ジ
ア
で
導
入

親子２代4040年年ののノノウウハハウウ親子２代4040年年ののノノウウハハウウ親子２代40年のノウハウ
運送業界一筋に支援

行
政
書
士

古
屋
事
務
所

行
政
書
士

古
屋
事
務
所

矢野経済研調べ■高機能包装材料18年

国内市場規模横ばい

バリア機能にニーズ

第 3 種郵便物認可５ 2019年(令和元年) 7 月16日(火曜日)総　合　５


